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１　活動の重点
　年々厳しさを増す給与・処遇や退職後の再就職・再任用及び福利・厚生を巡る情勢に対処す
るため，県中学校長会や全国連合小学校長会，退職校長会などと連携し，情報の収集や調査研
究を行うと共に，関係機関・団体に要望するなど，その改善・充実に資する諸活動を推進し，
教職員の福利の向上に寄与する。

２　活動の概要
⑴　教職員の給与・処遇の改善を図るための調査研究活動や要望活動等の推進
　ア　県小学校長会として行う調査研究活動等
　　・�校長の給与の実態についての調査研究活動の実施及び給与水準の維持向上を図るための

要望活動の実施
　　・�校長退職後の再就職状況等の調査及び再任用制度に係る実態把握と雇用促進のための要

望活動の実施   
　　・�年金制度や再任用・再雇用など，退職後の生活についての会員の意識調査の実施及び退

職校長会や退職公務員連盟などと連携した研修の充実による会員の意識の高揚
　イ　県中学校長会と一体となって推進する活動
　　・�県教育委員会への給与・処遇に係る要望事項の提出
　ウ　全国連合小学校長会と連携して推進する要望活動
　　・全国連合小学校長会作成アンケートによる要望活動 
　　　＜教職員の給与・処遇の改善＞
　　　①　小・中学校教員と中等教育学校・高等学校教員の給与体系の一本化
　　　②　義務教育等教員特別手当の改善充実
　　　③　期末・勤勉手当の管理職加算の増率と該当者増　等
　　　＜退職時及び退職後の処遇改善＞
　　　①　管理職手当の退職金算定基礎への繰り入れ
　　　②　管理職の責任に見合う退職時の処遇の充実
　　　③　共済年金制度の維持充実　等

⑵　教職員の福利厚生に係る関係機関・団体との連携と福利厚生関連事業の充実を図るための活動の推進
　ア　福利厚生等に関する教職員の要望や意見の聴取と取りまとめ
　イ�　県福利関係 5団体（共済組合，互助会，厚生財団，新学協，新潟教弘）との懇談会の開
催及び懇談会報告書の作成（平成 26 年度は県小学校長会が主管する）

　ウ　福利広報「退職後の手続き一覧」の作成と配付（平成 26 年度は県中学校長会が主管する）
　エ　福利厚生関連事業への積極的参加や施設利用の呼び掛け
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